
会場：国士舘大学鶴川キャンパス13号館2階13205教室●入場：無料●定員：先着80名
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紀元前3千年紀の西アジア
̶ユーフラテス河中流域に部族社会の原点を探る

文部科学省科学研究費補助金・特定領域研究（平成17ー21年度）●セム系部族社会の形成／ユーフラテス河中流域ビシュリ山系の総合研究

第5回公開シンポジウム

●主催：特定領域研究「セム系部族社会の形成」総括班

お問い合せ：国士舘大学イラク古代文化研究所 大沼克彦（042-736-5489）/ 東京大学総合研究博物館 西秋良宏（03-5841-2491） 

http://homepage.kokushikan.ac.jp/kaonuma/tokuteiryouiki/ index.html

●1月31日

12：30　開場

13：00　趣旨説明　大沼克彦（国士舘大学）

【ユーフラテス河中流域の紀元前3千年紀（１）】

13：10　西アジア考古学遺跡のデータベース化の研究　松本 健（国士舘大学）

13：35　ユーフラテス河中流域の古代集落　西秋良宏（東京大学）

14：00　ガーネム・アル＝アリ遺跡の発掘　大沼克彦（国士舘大学）

14：25　ガーネム・アル＝アリ遺跡の14C年代測定　中村俊夫（名古屋大学）

14：50̶15：10　休憩

【ユーフラテス河中流域の紀元前3千年紀（２）】

15：10　ガーネム・アル＝アリ遺跡直近の前期青銅器時代墳墓群の調査　久米正吾（早稲田大学）

15：35　ユーフラテス河中流域ルメイラ周辺の初期青銅器時代墓地　石田恵子（古代オリエント博物館）

16：00　紀元前3千年紀の出土植物　丹野研一（山口大学）

【討論】

16：25　ガーネム・アル＝アリ遺跡研究の可能性　司会：大沼克彦・西秋良宏

17：00　散会

●2月1日

【部族社会研究の視点】

10：00　開場

10：30　ユーフラテス河中流域の古代遺跡にみる建築組積　岡田保良（国士舘大学）

10：55　南レヴァント地方前期青銅器時代の都市化　山藤正敏（早稲田大学）

11：20　初期騎馬遊牧民族の墓群と部族　高濱 秀（金沢大学）

11：45　パルミラのコインにみる部族性　津村眞輝子（古代オリエント博物館）

12：10̶13：10　昼食

【部族社会の歴史】

13：10　イスラーム期以降のアラブ系部族の特徴　赤堀雅幸（上智大学）

13：35　紀元前2千年紀粘土板文書にみる部族　山田重郎（筑波大学）

14：00　紀元前3千年紀粘土板文書にみえる家族と血縁集団　前川和也（国士舘大学）

14：25　ケルン墓群の分布と部族・氏族の相関　藤井純夫（金沢大学）

14：50̶15：10　休憩

【総合討論】

15：10　紀元前3千年紀のユーフラテス河中流域と部族社会　司会：大沼克彦・藤井純夫

16：45　散会


